
すべての子どもに「通称 不登校対策法案」はいりません 

－「教育機会確保」より子どもの命が大事－ 
 

2016 年 5 月 24 日 

不登校・ひきこもりを考える当事者と親の会ネットワーク 

 

●立法趣旨が「通称 フリースクール法案」から「通称 不登校対策法案」に変わりました。 

 2015 年 9 月 15 日の「義務教育の段階に相当する普通教育の多様な機会の確保に関する法律案（馳

座長案・通称 フリースクール法案）」から 2016 年 2 月 2 日「義務教育の段階における普通教育に相

当する教育の機会の確保等に関する法律案（丹羽座長試案・通称 不登校対策法案）」に立法趣旨が変

わりました。「多様な」という言葉とともにフリースクールに財政支援するために法的な手続きとし

て必要であると言われ、各方面から批判・反対が続出した「第四章 個別学習計画」がバッサリ削り

落とされました。 

 新たに登場した丹羽座長試案では「第三章 不登校児童生徒に対する教育機会の確保等」というす

べての子どもに深刻な影響をもたらす「不登校対策」そのものが姿を現しました。 

 不登校対策法案に変わった後、超党派議連の不登校関係団体へのヒアリングはまだ 3 回（1 団体に

つき 1回目は 5分、2回目は 10 分）で出席議員は毎回数人でした。不登校については超党派議連は検

討・審議の端緒についたところでした。 

 

●不登校は命の非常口です。法律で非常口を塞がないでください。 

 不登校の小・中学生は年間 12 万 3000 人以上にのぼります。過去 10 年間をみても延べ 120 万人以

上の小・中学生とその家庭が不登校対策で悩み傷つき、苦しんできました。いじめや体罰などに傷つ

きながら不登校できない子どもが自殺する事態が続いています。命を断っていく子どもは学校を休ん

でいません。不登校は命の非常口です。 

 文部科学省が不登校対策をすればするほど、不登校の子どもが増え、命を断つ子どもも増えていま

す。文部科学省の不登校対策は子どもを追い詰めています。効果をあげていない施策を集大成した法

律はいりません。不登校問題は全て子どもの生活と命にかかわる国民的課題です。 

 

●不登校法案はヒアリングや審議が不十分で法として未完成です。 

 2016 年 3 月 11 日の超党派フリースクール等議員連盟・夜間中学等義務教育拡充議員連盟の総会で

は疑問、懸念、法案の不備の声が次々あがるなか、審議不十分のまま座長案として「各党持ち帰り」

となりました。 

 2016 年 4 月 28 日議連総会において自民・公明・民進・おおさか維新が承認、共産・社民が「夜間

中学に関する部分は速やかに成立を。不登校に関する部分は成立を急がず市民の声をもっとよく聞い

て」と慎重審議を求めました。超党派議員連盟内で全会派一致を得られない内容で、反対や懸念や疑

問に対して「まずは（法律を）成立させ、（その後で）直すべきところは直し、かえるべき点は変え

ていく」と言い付帯決議で補ってでも今国会での成立を急ぐのは法律として未完成ということです。 

 2016 年 5 月 10 に「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律

案」が国会に賛成会派によって提出されました。市民が反対の声をあげ、研究者や学者も懸念の声を

あげています。フリースクール議連がなぜ立法趣旨をかえてまで急いで不登校対策法をつくるのか、

市民は疑問に思っています。今国会で拙速に成立を急がず、性格の違う夜間中学と分けて不登校対策

法案をひとまず廃案にしてください。その上で当事者、保護者、教職員など、多くの関係者の意見を

よく聞いて、本当に不登校対策法が必要なのか否かも含め再検討してください。 


